
空き地等の考え方について

平成29年４月１９日

土地・建設産業局

資料６



【機密性２】
空き地の概念について （※農林地は対象外）
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（出典）日本建築学会 空地デザイン小委員会「人口減少時代における空地デザインの展望」を参考に国土交通省作成

・資材置き場

・コンテナハウス
・緑地

・維持管理の行動なし
・空き地に無関心
・租税滞納
・費用負担一切なし

・空地の維持が主目的
・消極的な維持管理
・最小限のルーチン作業のみ
・納税・債務の適正履行
・空地への追加投資なし

・空地の活用が主目的
・積極的な維持管理と活用促進
・ルーチン作業、補修等の徹底
・納税・債務の適正履行
・空地への追加投資あり

空き地 ： 現状に着目して建物等の定着物がない宅地（日常的な利用がされているものを除く）
空き地等 ： 空き地、空き家（近い将来、除却が見込まれるものに限る）の敷地

・防災空地

・屋台村

日常的な利用実態のある土地
（建築的利用の需要あり）

・広場

・駐車場
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※第２回で提出した空き地に関するアンケートでは、空き地等に駐車場等を含む



空き地の種類 特 徴 課 題 発生地域 方向性

将来の利用のあてが
がある空き地（将来の
活用の見込みがある
空き地や都市計画上
必要な空き地を含む）

立地、土地条件（規模、
宅地整備状況、自治体
等のまちづくりのプラン
等）から見て、マーケット
バリューがあり、マーケッ
トを通じた利用が可能な
土地

現在、空き地の状態で
あるが、一時的な留保
のため、放置してもいず
れは解消される

都心部や市街地など土
地需要が旺盛な地域に
存在

特別な場合（防災空地、
地価高騰地区等）を除
き、これまで通り民間等
の取り組みを推進

将来の利用のあてが
ない又は、利用の意欲
があっても、長期間空
き地のままで、利用の
実現の見込みがない
空き地

立地、土地条件（規模、
宅地整備の状況、自治
体等のまちづくりのプラ
ン等）から見て、工夫次
第でマーケットバリューが
生まれ、利用が可能とな
る土地

現在、空き地の状態で
あり、マーケットに委ね
たままだと、将来におい
ても活用されず放置さ
れ、将来的には放棄宅
地となり、周辺環境に悪
影響を与えたり、国土の
荒廃につながる

地方都市や都市部郊外
など土地需要が少ない
地域に多く存在

マーケットに委ねるだけ
では課題解決につなが
らず行政や地域社会の
関わりが必要

立地、土地条件（規模、
宅地整備の現状、自治
体等のまちづくりのプラ
ン等）から見て、活用が
困難で、将来ともマー
ケットバリューが見込ま
れない土地

都市縁辺部から農山村
地域など土地需要がほ
とんどない地域に多く存
在

将来的に国土の荒廃に
つながる問題であるが、
放棄した土地の最終的
な帰属の問題や管理の
ための費用負担等の課
題があり、中長期的な
課題

空き地等の利用に向けた対策となる空き地について
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※ここの空き地がどの種類に区分されるかどうかの判断はマーケットに委ねることが適当
※別途管理水準が低下した空き地等への対応が必要



空き地の暫定利用の促進について
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建物
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建物

住宅 空き地 駐車場 コンテナハウス防災空地

（空いていることが安定 → 空きを活かした自由度の高い利用）
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○今後の人口減少社会における空き地等の活用においては、空き地の暫定利用を従来の「建築的利用を前提とした
過渡的な状況」として消極的に捉えるのではなく、将来の適正な管理・活用につなげていくものとして暫定利用を捉
え、積極的に推進していく必要がある。

○この場合、暫定利用といえど１年程度の短期的なものから5年、10年といった中期的な利用もあり、地域の事情に
応じて、多様なあり方が考えられる。

従来の暫定利用の考え方

新たな暫定利用の考え方

建物

住宅

（空いていることが安定 → 空きを活かした自由度の高い利用）

（土地需要が顕在化）

（出典）日本建築学会 空地デザイン小委員会「人口減少時代における空地デザインの展望」を参考に国土交通省作成

（空き地のまま活用）
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